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概要 本発表では、北海道厚真町の空き家を対象としたDIYによる拠点施設整備プロ

ジェクトを通じて、「連関から開くデザイン」の可能性について考察する。プ

ロジェクトでは、震災やコロナ禍を経て地域活力の低下が課題となるなか、空

き家を学生・地域住民の活動拠点へと再生する過程で、地域材や土、籾殻など

の地域資源を活用し、大学生、地域住民、職人、行政が協働する実践を展開し

てきた。そのなかで、木や土は、単なる建築材料ではなく、人、伝統技能、地

域文化、学び、さらには土地の人文的・地質的背景を結び付ける媒介として意

味付けられた。本発表では、このDIY実践を通じて形成された多主体の連関が、

新たな地域との関わりや学びを生み出し、自立共生社会へと開かれるデザイン

のあり方について議論する。 
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